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(57)【要約】

【課題】着用者の顔を冷却する冷却効率を向上させる。

【解決手段】本開示の一態様における衣服は、胴部と、

フェイスカバーとを備える。胴部は、送風装置が着脱可

能に取り付けられるように構成された取付部を備え、衣

服を着用した着用者の胴体の少なくとも一部を覆うよう

に構成される。フェイスカバーは、胴部に取り付けられ

て、着用者の顔の少なくとも一部を覆うように構成され

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 衣 服 で あ っ て 、

　 送 風 装 置 が 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た 取 付 部 を 備 え 、 前 記 衣 服 を 着 用

し た 着 用 者 の 胴 体 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に 構 成 さ れ た 胴 部 と 、

　 前 記 胴 部 に 取 り 付 け ら れ て 、 前 記 着 用 者 の 顔 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に 構 成 さ れ た

フ ェ イ ス カ バ ー と

　 を 備 え る 衣 服 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 衣 服 で あ っ て 、

　 前 記 フ ェ イ ス カ バ ー は 前 記 胴 部 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た 衣 服 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 衣 服 で あ っ て 、

　 前 記 フ ェ イ ス カ バ ー は 、 前 記 胴 部 の 襟 の 外 側 で 前 記 胴 部 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ

れ た 衣 服 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 衣 服 で あ っ て 、

　 前 記 フ ェ イ ス カ バ ー は 、 前 記 胴 部 の 襟 の 内 側 で 前 記 胴 部 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ

れ た 衣 服 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の 衣 服 で あ っ て 、

　 互 い に 連 結 さ れ た 状 態 と 、 互 い に 分 離 さ れ た 状 態 と に 切 り 替 え 可 能 な 第 １ 連 結 部 材 と 第

１ 被 連 結 部 材 と を 備 え 、

　 前 記 第 １ 連 結 部 材 は 、 前 記 襟 の 周 縁 に 沿 っ て 前 記 襟 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ 、

　 前 記 第 １ 被 連 結 部 材 は 、 前 記 フ ェ イ ス カ バ ー に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た 衣 服 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 ５ に 記 載 の 衣 服 で あ っ て 、

　 前 記 第 １ 連 結 部 材 お よ び 前 記 第 １ 被 連 結 部 材 は 複 数 の ボ タ ン を 含 む 衣 服 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 衣 服 で あ っ て 、

　 前 記 胴 部 は 、 更 に 、 前 記 着 用 者 の 頭 部 を 覆 う と と も に 前 記 着 用 者 の 顔 の 一 部 を 露 出 さ せ

る 開 口 部 を 備 え る フ ー ド を 備 え 、

　 前 記 フ ェ イ ス カ バ ー は 、 前 記 着 用 者 の 顔 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に し て 前 記 フ ー ド

に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ 、

　 前 記 フ ェ イ ス カ バ ー は 、 前 記 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を 変 更 可 能 で あ る 衣 服 。

【 請 求 項 ８ 】

　 請 求 項 ７ に 記 載 の 衣 服 で あ っ て 、

　 前 記 フ ェ イ ス カ バ ー は 、 前 記 開 口 部 の 一 部 分 を 塞 ぐ よ う に し て 前 記 フ ー ド に 取 り 付 け ら

れ る よ う に 構 成 さ れ た 衣 服 。

【 請 求 項 ９ 】

　 請 求 項 ８ に 記 載 の 衣 服 で あ っ て 、

　 互 い に 連 結 さ れ た 状 態 と 、 互 い に 分 離 さ れ た 状 態 と に 切 り 替 え 可 能 な 第 ２ 連 結 部 材 と 第

２ 被 連 結 部 材 と を 備 え 、

　 前 記 第 ２ 連 結 部 材 は 、 前 記 開 口 部 に お け る 前 記 着 用 者 の 右 側 の 端 縁 と 左 側 の 端 縁 と に 沿

っ て 前 記 フ ー ド に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ 、

　 前 記 第 ２ 被 連 結 部 材 は 、 前 記 フ ェ イ ス カ バ ー に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た 衣 服 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 請 求 項 ９ に 記 載 の 衣 服 で あ っ て 、

　 前 記 第 ２ 連 結 部 材 お よ び 前 記 第 ２ 被 連 結 部 材 は 複 数 の ボ タ ン を 含 む 衣 服 。

【 請 求 項 １ １ 】
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　 請 求 項 ７ に 記 載 の 衣 服 で あ っ て 、

　 前 記 フ ェ イ ス カ バ ー は 、 前 記 フ ー ド の 前 記 開 口 部 の 下 端 か ら 下 方 に 延 び る よ う に し て 前

記 フ ー ド に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ 、

　 前 記 フ ェ イ ス カ バ ー は 、 前 記 着 用 者 の 顔 に お け る 右 側 の 一 部 分 を 覆 う よ う に 構 成 さ れ た

右 側 被 覆 部 と 、 前 記 着 用 者 の 顔 に お け る 左 側 の 一 部 分 を 覆 う よ う に 構 成 さ れ た 左 側 被 覆 部

と を 備 え 、

　 前 記 右 側 被 覆 部 お よ び 前 記 左 側 被 覆 部 は 、 互 い に 連 結 さ れ た 状 態 と 、 互 い に 分 離 さ れ た

状 態 と に 切 り 替 え 可 能 に 構 成 さ れ て い る 衣 服 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 衣 服 で あ っ て 、

　 互 い に 連 結 さ れ た 状 態 と 、 互 い に 分 離 さ れ た 状 態 と に 切 り 替 え 可 能 な 第 ３ 連 結 部 材 と 第

３ 被 連 結 部 材 と を 備 え 、

　 前 記 第 ３ 連 結 部 材 は 、 前 記 右 側 被 覆 部 に お け る 左 側 の 端 縁 に 沿 っ て 前 記 右 側 被 覆 部 に 取

り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ 、

　 前 記 第 ３ 被 連 結 部 材 は 、 前 記 左 側 被 覆 部 に お け る 右 側 の 端 縁 に 沿 っ て 前 記 左 側 被 覆 部 に

取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た 衣 服 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 衣 服 で あ っ て 、

　 前 記 第 ３ 連 結 部 材 お よ び 前 記 第 ３ 被 連 結 部 材 は 複 数 の ボ タ ン を 含 む 衣 服 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 １ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 衣 服 で あ っ て 、

　 前 記 取 付 部 に 取 り 付 け ら れ た 前 記 送 風 装 置 を 備 え る 衣 服 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 開 示 は 、 送 風 装 置 が 取 り 付 け ら れ る 衣 服 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 送 風 装 置 が 取 り 付 け ら れ る 送 風 機 能 付 き 衣 服 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の

よ う な 衣 服 は 、 送 風 装 置 に よ っ て 衣 服 内 に 風 を 送 り 込 む こ と に よ っ て 着 用 者 の 体 温 の 上 昇

を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ６ ３ ８ ０ ９ ６ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 送 風 機 能 付 き 衣 服 を 着 用 し た 着 用 者 が 顔 に フ ェ イ ス カ バ ー を 装 着 し た 場 合 に 、 送 風 機 能

付 き 衣 服 の 送 風 装 置 か ら の 風 を フ ェ イ ス カ バ ー の 内 側 に 取 り 込 む こ と が で き な い 。 こ の た

め 、 フ ェ イ ス カ バ ー の 内 側 が 蒸 れ て 着 用 者 に 不 快 感 を 与 え て し ま う 恐 れ が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 開 示 の 一 態 様 は 、 着 用 者 の 顔 を 冷 却 す る 冷 却 効 率 を 向 上 さ せ る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 開 示 の 一 態 様 に お け る 衣 服 は 、 胴 部 と 、 フ ェ イ ス カ バ ー と を 備 え る 。

　 胴 部 は 、 送 風 装 置 が 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た 取 付 部 を 有 し 、 衣 服 を

着 用 し た 着 用 者 の 胴 体 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 フ ェ イ ス カ バ ー は 、 胴 部 に 取 り 付 け ら れ て 、 着 用 者 の 顔 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に

10

20

30

40

50



(4) JP  2022-154469  A   2022.10.13

構 成 さ れ る 。

　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 開 示 の 衣 服 は 、 送 風 装 置 に よ っ て 胴 部 と 着 用 者 と の 間 に 送 り 込

ま れ た 空 気 を 、 更 に 、 フ ェ イ ス カ バ ー と 着 用 者 と の 間 に 送 り 込 む こ と が で き 、 着 用 者 の 顔

の 冷 却 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 の 作 業 上 着 お よ び 着 用 者 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 の フ ァ ン ベ ス ト の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 の フ ァ ン ベ ス ト の 背 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 作 業 上 着 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ Ａ は 第 ２ 実 施 形 態 の フ ェ イ ス カ バ ー の 正 面 図 で あ り 、 図 ５ Ｂ は フ ェ イ ス カ バ

ー の 背 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 第 ２ 実 施 形 態 の フ ァ ン ベ ス ト の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 第 ３ 実 施 形 態 の 作 業 上 着 の 第 １ の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 第 ３ 実 施 形 態 の 作 業 上 着 の 第 ２ の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 別 の 実 施 形 態 の フ ァ ン ベ ス ト の 正 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

［ 実 施 形 態 の 総 括 ］

　 あ る 実 施 形 態 に お け る 衣 服 は 、 胴 部 を 備 え て も よ い 。 胴 部 は 、 送 風 装 置 が 着 脱 可 能 に 取

り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た 取 付 部 を 備 え て も よ い 。 加 え て ／ あ る い は 、 胴 部 は 、 衣 服

を 着 用 し た 着 用 者 の 胴 体 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。 加 え て ／ あ る

い は 、 衣 服 は 、 フ ェ イ ス カ バ ー を 備 え て も よ い 。 フ ェ イ ス カ バ ー は 、 胴 部 に 取 り 付 け ら れ

て 、 着 用 者 の 顔 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 あ る 実 施 形 態 に お け る 衣 服 が 上 記 の 胴 部 お よ び 上 記 の フ ェ イ ス カ バ ー を 備 え て い る の で

あ れ ば 、 こ の よ う な 衣 服 は 、 送 風 装 置 に よ っ て 胴 部 と 着 用 者 と の 間 に 送 り 込 ま れ た 空 気 を

、 更 に 、 フ ェ イ ス カ バ ー と 着 用 者 と の 間 に 送 り 込 む こ と が で き 、 着 用 者 の 顔 の 冷 却 効 率 を

向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 加 え て ／ あ る い は 、 フ ェ イ ス カ バ ー は 胴 部 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ

て も よ い 。 こ の よ う な 衣 服 は 、 フ ェ イ ス カ バ ー が 着 用 者 に と っ て 不 要 で あ る 状 況 に お い て

、 着 用 者 に フ ェ イ ス カ バ ー を 胴 部 か ら 外 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 加 え て ／ あ る い は 、 フ ェ イ ス カ バ ー は 、 胴 部 の 襟 の 外 側 で 胴 部 に 取 り 付 け ら れ る よ う に

構 成 さ れ て も よ い 。 こ の よ う な 衣 服 は 、 フ ェ イ ス カ バ ー を 胴 部 の 外 側 で 露 出 さ せ て 配 置 す

る こ と が で き る た め 、 着 用 者 が 衣 服 を 着 用 し て い る 時 に お い て 着 用 者 に フ ェ イ ス カ バ ー を

容 易 に 取 り 外 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 加 え て ／ あ る い は 、 フ ェ イ ス カ バ ー は 、 胴 部 の 襟 の 内 側 で 胴 部 に 取 り 付 け ら れ る よ う に

構 成 さ れ て も よ い 。 こ の よ う な 衣 服 は 、 フ ェ イ ス カ バ ー の 一 部 が 胴 部 の 内 部 に 配 置 さ れ る

の で 、 着 用 者 の 意 図 に 反 し て フ ェ イ ス カ バ ー が 胴 部 か ら 外 れ て し ま う の を 抑 制 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 加 え て ／ あ る い は 、 衣 服 は 、 第 １ 連 結 部 材 と 第 １ 被 連 結 部 材 と を 備 え て も よ い 。 第 １ 連

結 部 材 と 第 １ 被 連 結 部 材 と は 、 互 い に 連 結 さ れ た 状 態 と 、 互 い に 分 離 さ れ た 状 態 と に 切 り

替 え 可 能 で あ っ て も よ い 。 第 １ 連 結 部 材 は 、 襟 の 周 縁 に 沿 っ て 襟 に 取 り 付 け ら れ る よ う に

構 成 さ れ て も よ い 。 第 １ 被 連 結 部 材 は 、 フ ェ イ ス カ バ ー に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ

て も よ い 。 こ の よ う な 衣 服 は 、 フ ェ イ ス カ バ ー に よ っ て 着 用 者 の 首 回 り を 覆 う こ と が で き

る た め 、 着 用 者 の 首 回 り の 冷 却 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】

　 加 え て ／ あ る い は 、 第 １ 連 結 部 材 お よ び 第 １ 被 連 結 部 材 は 複 数 の ボ タ ン を 含 ん で も よ い

。 こ の よ う な 衣 服 は 、 フ ェ イ ス カ バ ー を 胴 部 に 対 し て 着 脱 可 能 に す る 機 構 を 簡 便 に 作 製 さ

せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 加 え て ／ あ る い は 、 胴 部 は 、 更 に 、 フ ー ド を 備 え て も よ い 。 フ ー ド は 、 着 用 者 の 頭 部 を

覆 う と と も に 着 用 者 の 顔 の 一 部 を 露 出 さ せ る 開 口 部 を 備 え て も よ い 。 フ ェ イ ス カ バ ー は 、

着 用 者 の 顔 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に し て フ ー ド に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ て

も よ い 。 フ ェ イ ス カ バ ー は 、 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を 変 更 可 能 で あ っ て も よ い 。 こ の よ う

な 衣 服 は 、 フ ェ イ ス カ バ ー が 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を 着 用 者 自 身 で 変 更 さ せ る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 加 え て ／ あ る い は 、 フ ェ イ ス カ バ ー は 、 開 口 部 の 一 部 分 を 塞 ぐ よ う に し て フ ー ド に 取 り

付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。

　 加 え て ／ あ る い は 、 衣 服 は 、 第 ２ 連 結 部 材 と 第 ２ 被 連 結 部 材 と を 備 え て も よ い 。 第 ２ 連

結 部 材 と 第 ２ 被 連 結 部 材 と は 、 互 い に 連 結 さ れ た 状 態 と 、 互 い に 分 離 さ れ た 状 態 と に 切 り

替 え 可 能 で あ っ て も よ い 。 第 ２ 連 結 部 材 は 、 開 口 部 に お け る 着 用 者 の 右 側 の 端 縁 と 左 側 の

端 縁 と に 沿 っ て フ ー ド に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。 第 ２ 被 連 結 部 材 は 、 フ

ェ イ ス カ バ ー に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。 こ の よ う な 衣 服 は 、 フ ー ド の 開

口 部 に お け る 右 側 の 端 縁 に お い て 第 ２ 連 結 部 材 と 第 ２ 被 連 結 部 材 と が 連 結 さ れ て い る 範 囲

と 、 フ ー ド の 開 口 部 に お け る 左 側 の 端 縁 に お い て 第 ２ 連 結 部 材 と 第 ２ 被 連 結 部 材 と が 連 結

さ れ て い る 範 囲 と に よ っ て 、 フ ェ イ ス カ バ ー が 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を 変 更 す る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 加 え て ／ あ る い は 、 第 ２ 連 結 部 材 お よ び 第 ２ 被 連 結 部 材 は 複 数 の ボ タ ン を 含 ん で も よ い

。 こ の よ う な 衣 服 は 、 フ ェ イ ス カ バ ー が 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を 変 更 す る た め の 機 構 を 簡

便 に 作 製 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 加 え て ／ あ る い は 、 フ ェ イ ス カ バ ー は 、 フ ー ド の 開 口 部 の 下 端 か ら 下 方 に 延 び る よ う に

し て フ ー ド に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。 フ ェ イ ス カ バ ー は 、 右 側 被 覆 部 と

、 左 側 被 覆 部 と を 備 え て も よ い 。 右 側 被 覆 部 は 、 着 用 者 の 顔 に お け る 右 側 の 一 部 分 を 覆 う

よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。 左 側 被 覆 部 は 、 着 用 者 の 顔 に お け る 左 側 の 一 部 分 を 覆 う よ う に

構 成 さ れ て も よ い 。 右 側 被 覆 部 お よ び 左 側 被 覆 部 は 、 互 い に 連 結 さ れ た 状 態 と 、 互 い に 分

離 さ れ た 状 態 と に 切 り 替 え 可 能 に 構 成 さ れ て も よ い 。 こ の よ う な 衣 服 は 、 右 側 被 覆 部 お よ

び 左 側 被 覆 部 が 互 い に 連 結 さ れ た 状 態 と 互 い に 分 離 さ れ た 状 態 と に 切 り 替 え る こ と に よ り

、 フ ェ イ ス カ バ ー が 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を 変 更 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 加 え て ／ あ る い は 、 衣 服 は 、 第 ３ 連 結 部 材 と 第 ３ 被 連 結 部 材 と を 備 え て も よ い 。 第 ３ 連

結 部 材 と 第 ３ 被 連 結 部 材 と は 、 互 い に 連 結 さ れ た 状 態 と 、 互 い に 分 離 さ れ た 状 態 と に 切 り

替 え 可 能 で あ っ て も よ い 。 第 ３ 連 結 部 材 は 、 右 側 被 覆 部 に お け る 左 側 の 端 縁 に 沿 っ て 右 側

被 覆 部 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。 第 ３ 被 連 結 部 材 は 、 左 側 被 覆 部 に お け

る 右 側 の 端 縁 に 沿 っ て 左 側 被 覆 部 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。 こ の よ う な

衣 服 は 、 右 側 被 覆 部 と 左 側 被 覆 部 と が 上 記 の 端 縁 に 沿 っ て 連 結 さ れ て い る 範 囲 に よ っ て 、

フ ェ イ ス カ バ ー が 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を 変 更 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 加 え て ／ あ る い は 、 第 ３ 連 結 部 材 お よ び 第 ３ 被 連 結 部 材 は 複 数 の ボ タ ン を 含 ん で も よ い

。 こ の よ う な 衣 服 は 、 フ ェ イ ス カ バ ー が 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を 変 更 す る た め の 機 構 を 簡

便 に 作 製 さ せ る こ と が で き る 。

　 加 え て ／ あ る い は 、 衣 服 は 、 取 付 部 に 取 り 付 け ら れ た 送 風 装 置 を 備 え て も よ い 。 こ の よ

う な 衣 服 は 、 送 風 装 置 に よ っ て 胴 部 と 着 用 者 と の 間 に 送 り 込 ま れ た 空 気 を 、 更 に 、 フ ェ イ
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ス カ バ ー と 着 用 者 と の 間 に 送 り 込 む こ と が で き 、 着 用 者 の 顔 の 冷 却 効 率 を 向 上 さ せ る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 あ る 実 施 形 態 で は 、 上 述 の 特 徴 は ど の よ う に 組 み 合 わ さ れ て も よ い 。 あ る 実 施 形 態 で は

、 上 述 の 特 徴 の い ず れ か は 、 除 外 さ れ て も よ い 。

［ 特 定 の 例 示 的 な 実 施 形 態 ］

　 ［ 第 １ 実 施 形 態 ］

　 以 下 に 本 開 示 の 例 示 的 な 第 １ 実 施 形 態 を 図 面 と と も に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 実 施 形 態 の 作 業 上 着 １ は 、 建 築 現 場 な ど で 着 用 さ れ 、 図 １ に 示 す よ う に 、 着 用 者 の 胴

体 を 覆 う 袖 無 し 上 衣 で あ る 。

　 作 業 上 着 １ は 、 着 用 者 の 胴 体 を 覆 う フ ァ ン ベ ス ト ２ と 、 着 用 者 の 顔 の 口 元 を 覆 う フ ェ イ

ス カ バ ー ３ と を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ァ ン ベ ス ト ２ は 、 着 用 者 の 胴 体 の 右 前 側 を 覆 う 右 前 身

頃 １ １ と 、 着 用 者 の 胴 体 の 左 前 側 を 覆 う 左 前 身 頃 １ ２ と 、 着 用 者 の 胴 体 の 後 ろ 側 を 覆 う 後

身 頃 １ ３ と を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 以 下 で は 、 右 、 左 、 上 お よ び 下 を そ れ ぞ れ 、 着 用 者 に と っ て の 右 、 左 、 上 お よ び 下 と し

て 説 明 す る 。

　 右 前 身 頃 １ １ の 上 部 と 後 身 頃 １ ３ の 上 部 と の 間 に は 、 着 用 者 の 右 腕 を 通 す た め の 右 ア ー

ム ホ ー ル １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 同 様 に 、 左 前 身 頃 １ ２ の 上 部 と 後 身 頃 １ ３ の 上 部 と の 間

に は 、 着 用 者 の 左 腕 を 通 す た め の 左 ア ー ム ホ ー ル １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 右 前 身 頃 １ １ 、 左 前 身 頃 １ ２ お よ び 後 身 頃 １ ３ の 上 部 に は 、 着 用 者 の 首 周 り を 覆 う 襟 １

６ が 形 成 さ れ て い る 。 襟 １ ６ の 外 側 に は 、 襟 １ ６ の 周 囲 に 沿 っ て 複 数 の 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ

ン １ ７ が 取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 フ ェ イ ス カ バ ー ３ は 、 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン １ ７ に 対 し て 着 脱 可 能 に

係 合 さ れ る 複 数 の 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ １ を 備 え る 。 複 数 の 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ １ を 一

つ ず つ 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン １ ７ に 係 合 さ せ る こ と に よ り 、 フ ェ イ ス カ バ ー ３ は 、 フ ァ ン ベ

ス ト ２ に 取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 後 身 頃 １ ３ の 下 部 に は 、 円 形 に 開 口 し た 取 付 部 ７ が 形 成 さ れ て い る

。 送 風 装 置 ８ は 、 取 付 部 ７ の 内 部 に 嵌 め 込 ま れ る よ う に し て 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。

送 風 装 置 ８ は 、 外 気 を 取 り 込 み 、 フ ァ ン ベ ス ト ２ の 表 地 と 裏 地 と の 間 に 形 成 さ れ た 内 部 空

間 に 風 を 送 り 込 む 。 そ し て 、 送 風 装 置 ８ に よ っ て 内 部 空 間 に 送 り 込 ま れ た 空 気 は 、 裏 地 に

設 け ら れ た 通 風 孔 か ら 排 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 作 業 上 着 １ は 、 フ ァ ン ベ ス ト ２ と 、 フ ェ イ ス カ バ ー ３ と を 備 え る

。

　 フ ァ ン ベ ス ト ２ は 、 送 風 装 置 ８ が 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た 取 付 部 ７

を 備 え 、 作 業 上 着 １ を 着 用 し た 着 用 者 の 胴 体 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う 。 フ ェ イ ス カ バ ー ３

は 、 フ ァ ン ベ ス ト ２ に 取 り 付 け ら れ て 、 着 用 者 の 顔 の 一 部 を 覆 う 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 こ の よ う な 作 業 上 着 １ は 、 送 風 装 置 ８ に よ っ て フ ァ ン ベ ス ト ２ と 着 用 者 と の 間 に 送 り 込

ま れ た 空 気 を 、 更 に 、 フ ェ イ ス カ バ ー ３ と 着 用 者 と の 間 に 送 り 込 む こ と が で き 、 着 用 者 の

顔 の 冷 却 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 フ ェ イ ス カ バ ー ３ は フ ァ ン ベ ス ト ２ に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の よ う な 作 業 上 着
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１ は 、 フ ェ イ ス カ バ ー ３ が 着 用 者 に と っ て 不 要 で あ る 状 況 に お い て 、 着 用 者 に フ ェ イ ス カ

バ ー ３ を フ ァ ン ベ ス ト ２ か ら 外 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 フ ェ イ ス カ バ ー ３ は 、 フ ァ ン ベ ス ト ２ の 襟 １ ６ の 外 側 で フ ァ ン ベ ス ト ２ に 取 り 付 け ら れ

る 。 こ の よ う な 作 業 上 着 １ は 、 フ ェ イ ス カ バ ー ３ を フ ァ ン ベ ス ト ２ の 外 側 で 露 出 さ せ て 配

置 す る こ と が で き る た め 、 着 用 者 が 作 業 上 着 １ を 着 用 し て い る 時 に お い て 着 用 者 に フ ェ イ

ス カ バ ー ３ を 容 易 に 取 り 外 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 作 業 上 着 １ は 、 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン １ ７ と 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ １ と を 備 え て も よ い 。

雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン １ ７ と 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ １ と は 、 互 い に 連 結 さ れ た 状 態 と 、 互 い

に 分 離 さ れ た 状 態 と に 切 り 替 え 可 能 で あ る 。 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン １ ７ は 、 襟 １ ６ の 周 縁 に

沿 っ て 襟 に 取 り 付 け ら れ る 。 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ １ は 、 フ ェ イ ス カ バ ー ３ に 取 り 付 け ら

れ る 。 こ の よ う な 作 業 上 着 １ は 、 フ ェ イ ス カ バ ー ３ に よ っ て 着 用 者 の 首 回 り を 覆 う こ と が

で き る た め 、 着 用 者 の 首 回 り の 冷 却 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン １ ７ お よ び 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ １ は 複 数 の ボ タ ン で あ る 。 こ の よ

う な 作 業 上 着 １ は 、 フ ェ イ ス カ バ ー ３ を フ ァ ン ベ ス ト ２ に 対 し て 着 脱 可 能 に す る 機 構 を 簡

便 に 作 製 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 に お い て 、 作 業 上 着 １ は 本 開 示 に お け る 衣 服 の 一 例 に 相 当 し 、 フ

ァ ン ベ ス ト ２ は 本 開 示 に お け る 胴 部 の 一 例 に 相 当 し 、 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン １ ７ は 本 開 示 に

お け る 第 １ 連 結 部 材 の 一 例 に 相 当 し 、 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ １ は 本 開 示 に お け る 第 １ 被 連

結 部 材 の 一 例 に 相 当 す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ［ 第 ２ 実 施 形 態 ］

　 以 下 に 本 開 示 の 第 ２ 実 施 形 態 を 図 面 と と も に 説 明 す る 。 な お 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 第 １ 実

施 形 態 と 異 な る 部 分 を 説 明 す る 。 共 通 す る 構 成 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 す 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 第 ２ 実 施 形 態 の 作 業 上 着 １ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 フ ァ ン ベ ス ト ２ に フ ー ド ３ ０ が 追 加

さ れ た 点 と 、 フ ェ イ ス カ バ ー ３ の 代 わ り に フ ェ イ ス カ バ ー ４ を 備 え る 点 と が 第 １ 実 施 形 態

と 異 な る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 フ ー ド ３ ０ は 、 フ ァ ン ベ ス ト ２ に お け る 襟 １ ６ の 付 近 で フ ァ ン ベ ス ト ２ に 連 結 さ れ て お

り 、 着 用 者 の 頭 部 を 覆 う 。 そ し て フ ー ド ３ ０ に は 、 着 用 者 の 顔 の 一 部 を 露 出 さ せ る 開 口 部

３ １ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 図 ５ Ａ ， ５ Ｂ に 示 す よ う に 、 フ ェ イ ス カ バ ー ４ は 、 矩 形 状 に 形 成 さ れ た 布 地 に お け る 左

下 お よ び 右 下 の 二 つ の 角 部 を 切 り 欠 い た 形 状 を 有 し て い る 。

　 フ ェ イ ス カ バ ー ４ は 、 図 ５ Ａ に 示 さ れ た フ ェ イ ス カ バ ー ４ の 表 面 ４ ａ か ら 、 図 ５ Ｂ に 示

さ れ た フ ェ イ ス カ バ ー ４ の 裏 面 ４ ｂ に 貫 通 し て 表 面 ４ ａ で 係 合 部 が 露 出 す る よ う に 取 り 付

け ら れ る 複 数 の 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ ３ を 備 え る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ ３ は 、 フ ェ イ ス カ バ ー ４ に お け る 右 側 の 端 縁 ４ ｃ と 左 側 の 端 縁 ４

ｄ と 下 側 の 端 縁 ４ ｅ と に 沿 っ て フ ェ イ ス カ バ ー ４ に 取 り 付 け ら れ る 。

　 図 ６ に 示 す よ う に 、 フ ー ド ３ ０ の 開 口 部 ３ １ に お け る 右 側 の 端 縁 ３ １ ａ と 左 側 の 端 縁 ３

１ ｂ と に 沿 っ て フ ー ド ３ ０ の 内 側 に 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ３ ２ が 取 り 付 け ら れ る 。 フ ー ド ３

０ に お け る 右 側 の 端 縁 ３ １ ａ に 取 り 付 け ら れ て い る 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ３ ２ は 、 フ ェ イ ス

カ バ ー ４ に お け る 右 側 の 端 縁 ４ ｃ に 取 り 付 け ら れ て い る 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ ３ に 係 合 さ

れ る 。 同 様 に 、 フ ー ド ３ ０ に お け る 左 側 の 端 縁 ３ １ ｂ に 取 り 付 け ら れ て い る 雄 型 ス ナ ッ プ

ボ タ ン ３ ２ は 、 フ ェ イ ス カ バ ー ４ に お け る 左 側 の 端 縁 ４ ｄ に 取 り 付 け ら れ て い る 雌 型 ス ナ
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ッ プ ボ タ ン ２ ３ に 係 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 フ ー ド ３ ０ の 開 口 部 ３ １ の 下 側 に お け る フ ー ド ３ ０ の 内 側 に 複 数 の 雄 型 ス ナ ッ プ

ボ タ ン ３ ３ が 取 り 付 け ら れ る 。 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ３ ３ は 、 フ ェ イ ス カ バ ー ４ に お け る 下

側 の 端 縁 ４ ｅ に 取 り 付 け ら れ て い る 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ ３ に 係 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 上 記 の よ う に し て 複 数 の 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ ３ を 一 つ ず つ 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ３ ２ ，

３ ３ に 係 合 さ せ る こ と に よ り 、 フ ェ イ ス カ バ ー ４ は 、 開 口 部 ３ １ の 一 部 分 を 塞 ぐ よ う に し

て フ ー ド ３ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 作 業 上 着 １ は 、 フ ァ ン ベ ス ト ２ と 、 フ ェ イ ス カ バ ー ４ と を 備 え る

。

　 フ ァ ン ベ ス ト ２ は 、 送 風 装 置 ８ が 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た 取 付 部 ７

を 備 え 、 作 業 上 着 １ を 着 用 し た 着 用 者 の 胴 体 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う 。 フ ェ イ ス カ バ ー ４

は 、 フ ァ ン ベ ス ト ２ の フ ー ド ３ ０ に 取 り 付 け ら れ て 、 着 用 者 の 顔 の 一 部 を 覆 う 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 こ の よ う な 作 業 上 着 １ は 、 送 風 装 置 ８ に よ っ て フ ァ ン ベ ス ト ２ と 着 用 者 と の 間 に 送 り 込

ま れ た 空 気 を 、 更 に 、 フ ェ イ ス カ バ ー ３ と 着 用 者 と の 間 に 送 り 込 む こ と が で き 、 着 用 者 の

顔 の 冷 却 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 フ ェ イ ス カ バ ー ４ は フ ァ ン ベ ス ト ２ の フ ー ド ３ ０ に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の よ

う な 作 業 上 着 １ は 、 フ ェ イ ス カ バ ー ４ が 着 用 者 に と っ て 不 要 で あ る 状 況 に お い て 、 着 用 者

に フ ェ イ ス カ バ ー ４ を フ ァ ン ベ ス ト ２ か ら 外 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 そ し て フ ェ イ ス カ バ ー ４ は 、 フ ー ド ３ ０ の 開 口 部 ３ １ の 一 部 分 を 塞 ぐ よ う に し て フ ー ド

に 取 り 付 け ら れ 、 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を 変 更 可 能 で あ る 。 こ の よ う な 作 業 上 着 １ は 、 フ

ェ イ ス カ バ ー ４ が 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を 着 用 者 自 身 で 変 更 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 作 業 上 着 １ は 、 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ３ ２ と 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ ３ と を 備 え る 。 雄 型 ス

ナ ッ プ ボ タ ン ３ ２ と 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ ３ と は 、 互 い に 連 結 さ れ た 状 態 と 、 互 い に 分 離

さ れ た 状 態 と に 切 り 替 え 可 能 で あ る 。 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ３ ２ は 、 開 口 部 ３ １ に お け る 着

用 者 の 右 側 の 端 縁 ３ １ ａ と 左 側 の 端 縁 ３ １ ｂ と に 沿 っ て フ ー ド ３ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。 雌

型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ ３ は 、 フ ェ イ ス カ バ ー ４ に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の よ う な 作 業 上 着 １ は

、 フ ー ド ３ ０ の 開 口 部 ３ １ に お け る 右 側 の 端 縁 ３ １ ａ に お い て 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ３ ２ と

雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ ３ と が 連 結 さ れ て い る 範 囲 と 、 フ ー ド ３ ０ の 開 口 部 ３ １ に お け る 左

側 の 端 縁 ３ １ ｂ に お い て 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ３ ２ と 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ ３ と が 連 結 さ れ

て い る 範 囲 と に よ っ て 、 フ ェ イ ス カ バ ー ４ が 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を 変 更 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ３ ２ お よ び 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ ３ は 複 数 の ボ タ ン で あ る 。 こ の よ

う な 作 業 上 着 １ は 、 フ ェ イ ス カ バ ー ４ が 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を 変 更 す る た め の 機 構 を 簡

便 に 作 製 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 に お い て 、 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ３ ２ は 本 開 示 に お け る 第 ２ 連 結 部

材 の 一 例 に 相 当 し 、 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ２ ３ は 本 開 示 に お け る 第 ２ 被 連 結 部 材 の 一 例 に 相

当 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 ［ 第 ３ 実 施 形 態 ］

　 以 下 に 本 開 示 の 第 ３ 実 施 形 態 を 図 面 と と も に 説 明 す る 。 な お 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 第 １ 実

施 形 態 と 異 な る 部 分 を 説 明 す る 。 共 通 す る 構 成 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 す 。
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【 ０ ０ ５ １ 】

　 第 ３ 実 施 形 態 の 作 業 上 着 １ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 フ ァ ン ベ ス ト ２ に フ ー ド ４ ０ が 追 加

さ れ た 点 と 、 フ ェ イ ス カ バ ー ３ の 代 わ り に フ ェ イ ス カ バ ー ５ を 備 え る 点 と が 第 １ 実 施 形 態

と 異 な る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 フ ー ド ４ ０ は 、 フ ァ ン ベ ス ト ２ に お け る 襟 １ ６ の 付 近 で フ ァ ン ベ ス ト ２ に 連 結 さ れ て お

り 、 着 用 者 の 頭 部 を 覆 う 。 そ し て フ ー ド ４ ０ に は 、 着 用 者 の 顔 の 一 部 を 露 出 さ せ る 開 口 部

４ １ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 フ ェ イ ス カ バ ー ５ は 、 フ ー ド ４ ０ と 一 体 に 形 成 さ れ て お り 、 図 ７ に お け る 一 点 鎖 線 の 矩

形 で 示 す よ う に 、 フ ー ド ４ ０ に お け る 開 口 部 ４ １ よ り 下 側 の 領 域 で あ る 。 す な わ ち 、 フ ェ

イ ス カ バ ー ５ は 、 フ ー ド ４ ０ と 同 一 の 素 材 で 形 成 さ れ た 布 地 で あ り 、 フ ー ド ４ ０ に 対 し て

一 体 に 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 フ ェ イ ス カ バ ー ５ は 、 着 用 者 の 顔 に お け る 右 側 の 口 元 を 覆 う 右 側 被 覆 部 ５ １ と 、 着 用 者

の 顔 に お け る 左 側 の 口 元 を 覆 う 左 側 被 覆 部 ５ ２ と を 備 え る 。

　 図 ８ に 示 す よ う に 、 右 側 被 覆 部 ５ １ に は 、 右 側 被 覆 部 ５ １ に お け る 左 側 の 端 縁 ５ １ ａ に

沿 っ て 複 数 の 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ５ ３ が 取 り 付 け ら れ る 。 ま た 左 側 被 覆 部 ５ ２ に は 、 左 側

被 覆 部 ５ ２ に お け る 右 側 の 端 縁 ５ ２ ａ に 沿 っ て 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ５ ４ が 取 り 付 け ら れ る

。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 こ の た め 、 複 数 の 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ５ ４ を 一 つ ず つ 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ５ ３ に 係 合 さ

せ る こ と に よ り 、 右 側 被 覆 部 ５ １ と 左 側 被 覆 部 ５ ２ と が 連 結 さ れ て 、 右 側 被 覆 部 ５ １ と 左

側 被 覆 部 ５ ２ と に よ り 着 用 者 の 口 元 が 覆 わ れ た 状 態 と な る 。 一 方 、 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ５

４ と 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ５ ３ と の 係 合 を 解 除 し て 、 右 側 被 覆 部 ５ １ と 左 側 被 覆 部 ５ ２ と が

分 離 さ れ る と 、 着 用 者 の 口 元 が 露 出 し た 状 態 に な る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 作 業 上 着 １ は 、 フ ァ ン ベ ス ト ２ と 、 フ ェ イ ス カ バ ー ５ と を 備 え る

。

　 フ ァ ン ベ ス ト ２ は 、 送 風 装 置 ８ が 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た 取 付 部 ７

を 備 え 、 作 業 上 着 １ を 着 用 し た 着 用 者 の 胴 体 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う 。 フ ェ イ ス カ バ ー ５

は 、 フ ァ ン ベ ス ト ２ の フ ー ド ４ ０ に 取 り 付 け ら れ て 、 着 用 者 の 顔 の 一 部 を 覆 う 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 こ の よ う な 作 業 上 着 １ は 、 送 風 装 置 ８ に よ っ て フ ァ ン ベ ス ト ２ と 着 用 者 と の 間 に 送 り 込

ま れ た 空 気 を 、 更 に 、 フ ェ イ ス カ バ ー ５ と 着 用 者 と の 間 に 送 り 込 む こ と が で き 、 着 用 者 の

顔 の 冷 却 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 フ ェ イ ス カ バ ー ５ は 、 フ ー ド ４ ０ の 開 口 部 ４ １ の 下 端 か ら 下 方 に 延 び る よ う に し て フ ー

ド ４ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。 フ ェ イ ス カ バ ー ５ は 、 右 側 被 覆 部 ５ １ と 、 左 側 被 覆 部 ５ ２ と を

備 え る 。 右 側 被 覆 部 ５ １ と 、 着 用 者 の 顔 に お け る 右 側 の 一 部 分 を 覆 う 。 左 側 被 覆 部 ５ ２ は

、 着 用 者 の 顔 に お け る 左 側 の 一 部 分 を 覆 う 。 右 側 被 覆 部 ５ １ お よ び 左 側 被 覆 部 ５ ２ は 、 互

い に 連 結 さ れ た 状 態 と 、 互 い に 分 離 さ れ た 状 態 と に 切 り 替 え 可 能 に 構 成 さ れ る 。 こ の よ う

な 作 業 上 着 １ は 、 右 側 被 覆 部 ５ １ お よ び 左 側 被 覆 部 ５ ２ が 互 い に 連 結 さ れ た 状 態 と 互 い に

分 離 さ れ た 状 態 と に 切 り 替 え る こ と に よ り 、 フ ェ イ ス カ バ ー ５ が 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を

変 更 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 作 業 上 着 １ は 、 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ５ ３ と 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ５ ４ と を 備 え る 。 雄 型 ス

ナ ッ プ ボ タ ン ５ ３ と 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ５ ４ と は 、 互 い に 連 結 さ れ た 状 態 と 、 互 い に 分 離

さ れ た 状 態 と に 切 り 替 え 可 能 で あ る 。 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ５ ３ は 、 右 側 被 覆 部 ５ １ に お け

る 左 側 の 端 縁 ５ １ ａ に 沿 っ て 右 側 被 覆 部 ５ １ に 取 り 付 け ら れ る 。 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ５ ４
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は 、 左 側 被 覆 部 ５ ２ に お け る 右 側 の 端 縁 ５ ２ ａ に 沿 っ て 左 側 被 覆 部 ５ ２ に 取 り 付 け ら れ る

。 こ の よ う な 作 業 上 着 １ は 、 右 側 被 覆 部 ５ １ と 左 側 被 覆 部 ５ ２ と が 上 記 の 端 縁 ５ １ ａ ， ５

２ ａ に 沿 っ て 連 結 さ れ て い る 範 囲 に よ っ て 、 フ ェ イ ス カ バ ー ５ が 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を

変 更 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ５ ３ お よ び 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ５ ４ は 複 数 の ボ タ ン で あ る 。 こ の よ

う な 作 業 上 着 １ は 、 フ ェ イ ス カ バ ー ５ が 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を 変 更 す る た め の 機 構 を 簡

便 に 作 製 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 に お い て 、 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ５ ３ は 本 開 示 に お け る 第 ３ 連 結 部

材 の 一 例 に 相 当 し 、 雌 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン ５ ４ は 本 開 示 に お け る 第 ３ 被 連 結 部 材 の 一 例 に 相

当 す る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 以 上 、 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 開 示 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も

の で は な く 、 種 々 変 形 し て 実 施 す る こ と が で き る 。

　 例 え ば 上 記 第 １ 実 施 形 態 で は 、 襟 １ ６ の 外 側 に 複 数 の 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン １ ７ が 取 り 付

け ら れ る 形 態 を 示 し た 。 し か し 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 襟 １ ６ の 内 側 に お い て 襟 １ ６ の 周 囲

に 沿 っ て 複 数 の 雄 型 ス ナ ッ プ ボ タ ン １ ７ が 取 り 付 け ら れ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 フ ェ イ ス

カ バ ー ３ は 、 フ ァ ン ベ ス ト ２ の 襟 １ ６ の 内 側 で フ ァ ン ベ ス ト ２ に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の よ

う な 作 業 上 着 １ は 、 フ ェ イ ス カ バ ー ３ の 一 部 が フ ァ ン ベ ス ト ２ の 内 部 に 配 置 さ れ る の で 、

着 用 者 の 意 図 に 反 し て フ ェ イ ス カ バ ー ３ が フ ァ ン ベ ス ト ２ か ら 外 れ て し ま う の を 抑 制 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 ま た 上 記 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 フ ェ イ ス カ バ ー ５ が フ ー ド ４ ０ と 一 体 に 形 成 さ れ る こ と に

よ り フ ェ イ ス カ バ ー ５ が フ ー ド ４ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 形 態 を 示 し た 。 し か し 、 フ ェ イ

ス カ バ ー ５ が フ ー ド ４ ０ と は 別 体 に 形 成 さ れ る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 図 ７ に お い て

一 点 鎖 線 で 示 す 矩 形 内 （ す な わ ち 、 フ ェ イ ス カ バ ー ５ の 領 域 ） を 、 フ ー ド ４ ０ と は 異 な る

素 材 の 布 地 で 置 き 換 え る こ と に よ っ て 、 フ ー ド ４ ０ と は 異 な る 素 材 で 形 成 さ れ た フ ェ イ ス

カ バ ー ５ を フ ー ド ４ ０ に 取 り 付 け る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 ま た 上 記 実 施 形 態 で は 、 ス ナ ッ プ ボ タ ン に よ っ て フ ェ イ ス カ バ ー ３ ， ４ が フ ァ ン ベ ス ト

２ に 取 り 付 け ら れ た り 、 フ ェ イ ス カ バ ー ５ が 着 用 者 の 顔 を 覆 う 範 囲 を ス ナ ッ プ ボ タ ン に よ

っ て 変 更 可 能 に し た り す る 形 態 を 示 し た 。 し か し 、 ス ナ ッ プ ボ タ ン の 代 わ り に 、 例 え ば 、

ボ タ ン ホ ー ル お よ び ボ タ ン を 用 い て も よ い し 、 ス ラ イ ド フ ァ ス ナ を 用 い て も よ い し 、 面 フ

ァ ス ナ を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 上 記 実 施 形 態 に お け る １ つ の 構 成 要 素 が 有 す る 複 数 の 機 能 を 、 複 数 の 構 成 要 素 に よ っ て

実 現 し た り 、 １ つ の 構 成 要 素 が 有 す る １ つ の 機 能 を 、 複 数 の 構 成 要 素 に よ っ て 実 現 し た り

し て も よ い 。 ま た 、 複 数 の 構 成 要 素 が 有 す る 複 数 の 機 能 を 、 １ つ の 構 成 要 素 に よ っ て 実 現

し た り 、 複 数 の 構 成 要 素 に よ っ て 実 現 さ れ る １ つ の 機 能 を 、 １ つ の 構 成 要 素 に よ っ て 実 現

し た り し て も よ い 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 構 成 の 一 部 を 省 略 し て も よ い 。 ま た 、 上 記 実 施

形 態 の 構 成 の 少 な く と も 一 部 を 、 他 の 上 記 実 施 形 態 の 構 成 に 対 し て 付 加 ま た は 置 換 し て も

よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 １ … 作 業 上 着 、 ２ … フ ァ ン ベ ス ト 、 ３ ， ４ ， ５ … フ ェ イ ス カ バ ー 、 ７ … 取 付 部 、 ８ … 送

風 装 置
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